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～編集後記～

6月半ば、今年も折り返し地点。月日の経つのは早いです！
4月1日の朝届いた『広報あびこ』 紙面に目を通していくと市政情報のペー
ジに「小学校給食費の完全無償化」等の記事が掲載されていました。
脱脂粉乳と言われた粉ミルクの給食を経験した昭和世代の一人としては感無量
でした。
未来に育つ子どもたちが、おいしくて安心安全の学校給食で「心身ともに健や
かに育ちますように」と願った朝でした。 （K.A)  

布佐地区社協の活動

５月の総会で、９枚目となる委嘱状を交付していただきました。

地区社協の活動に携わって１６年が過ぎ、今年は１７年目のスタートとなります。

過去を振り返ると、東日本大震災の際の液状化災害時、行政が動き出す前に「炊き出

し」などの支援活動を行ったことは、布佐地区社協の誇りの一つと言えるでしょう。

もちろん、このような活動の機会は無いことがベストです。しかし、委員一人ひとりの

日頃の活動や地域とのつながりがあるからこそ、いざという時に力を発揮できるのだと

思っています。

「布佐地区社協って何をしているの？」と思われている方もいるかもしれませんが、普

段の活動は、地域の支え合いを育み緊急時に備えるための日々の積み重ねでもあります。

これからも温かく布佐地区社協を見守っていただければ幸いです。 （会長 井上 賢）

下記メンバーで、令和8年度の布佐地区社協事業に取り組んでまいります。

★会長 ☆副会長
引き続き、地域の皆さまの変わらぬご支援・ご協力をお願い致します。



2月７日 手作りうどん教室開催

ハンディのある方と一緒に、30名の参
加者が粉から打つ本格的なうどん作り
に挑戦しました。
小麦粉と塩のバランスが大事！
皆真剣な表情で、こねて叩いてこねて
伸ばして…最高のうどんが出来ました。

2月１０日 高齢者疑似体験サポート

布佐中学生が家庭科授業の一環として、高齢者の日常生活行動の
困難さを体験しました。

＜アンケートより＞
・街中で大変そうにしている方を見たら声を掛けて手伝いたいと思った
・お年寄りの方がよく言っている「疲れた」がよくわかった
・私の祖父母にも優しく手助けしたいと思う

５月３日 布佐夜市協賛

当地区社協は、バザーと福祉施設物品販売
（チョコレート）で参加しました。
皆様から沢山の品物を提供していただいた
おかげで、強風の中でも大勢の来場者が訪
れ、皆さん楽しそうに掘り出し物を探して
いました。

３月７日 布佐地区社協まつり開催

今回のテーマは《地域と共に（多文化共生の時代）》
「布佐中学校吹奏楽」「ネパールの方のステージ」「アフリカの太鼓と
舞踊」の３ステージとも超満員のお客様で盛り上がりました。
また、お菓子釣りや豚汁・コーヒーコーナー等も大人気！
最後のビンゴゲームまで笑顔あふれる社協まつりとなりました。

「キレイですね」が私の励み 山田昭治さん

四季折々に私たちの目を楽しませてくれる布佐駅前花壇。
5月に訪れると、ビオラ・ノースポールやジャーマンアイリス等
色とりどりの花々が咲き誇っていました。
その手入れを担ってくださっている「布佐花の会」代表の山田さん。

「皆さんからかけられる“キレイに咲きましたね！”の
ひとことが、励みになり生きがいです」と話す山田さんの
お花を見つめる優しい笑顔が印象的でした。

高齢化による会員の減少などご苦労もお聞きしました。
《ただいま会員募集中！》

いくつになっても「何かにワクワクを」 関根位房（のりふさ）さん

高校時代に、伝説のバンド「ベンチャーズ」を聴いて以来
“自分もいつかドラムを叩きたい”という夢を持ち続けていた関根さんが
３年前に始めたのは「電子ドラム（音が外に漏れないドラム）」です。
最初は手足がバラバラで思うように動かなかった
そうですが、Youtube（動画サイト）を参考に
独学で練習を重ね「脳トレ」のつもりで毎日向き
合ううちに、自然とリズムを刻めるようになった
そうです。
関根さんは「いろいろなことに興味を持ち、
チャレンジし続けることが、元気を保つ一番
の薬です」と笑顔で話してくださいました。

暮らしの隣にある草花を絵に残す 小宮山利子さん

17年目に入った「小さな絵の会」主宰の小宮山利子さん。
月2回身近な草花を持ち寄り、はがき大の画紙に写生しています。
「その日の時間内で描き上げることで、満足感を味わうことができます」
「毎年咲く花は同じでも、その年その時で絵が違います。その変化を感じることが
楽しみです」と話してくださいました。

今号「布佐地区社協だより」
題字下の季節の花の絵
〈ホタルブクロ〉は

小宮山さんの作品です。

ドラムを叩いている時は
本当に気持ちがいいんです♬

５月11日 布佐中学校技術実習サポート

布佐中生の技術実習授業を地域の方々が初サポート
           

  大工さんやおもちゃのお医者さん等の
参加もあり、皆目を輝かせながら
ものづくりに取り組んでいました。

教室風景小宮山さん アドバイス中

ハンダ付け

お菓子釣り
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